
地域で活発な活動団体を紹介します！
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本荘まちづくり協議会（岐阜市）
活動地域：岐阜市  活動拠点：「本荘まちづくり協議会」  会長：井上 いほり

地区の概要
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安心して暮らせるまちへ

高齢者見守りキーホルダー

活動状況

本荘まちづくり協議会とは

本荘まちづくり協議会は
人と人を繋ぐ
コーディネーター

QRコード付きキーホルダー

コミュニティサロン受付登録

緊急連絡先や医療情報等を登録

避難カルテ情報登録

　岐阜市本荘地域は、岐阜駅から自転車圏内。高齢化も
進んでいるが、子育てファミリー世帯も多い。市民病院
や科学館もあり、とても便利なエリアである。

【地区データ】（出所：岐阜市住民基本台帳 地区別世帯数及び人口）
（令和6年2月1日現在）
人口：10,643人　　世帯数：5,010世帯　

　本荘まちづくり協議会では、月6回、公民館・神社
の社務所・喫茶店などでサロンを開催している。

　QRコード付きキーホ
ルダーにて受付後、会場
に集まり、「久しぶりや
ね。」など会話を楽しむ。

　講師と一緒に2時間
歌う。このサロンの歌集
には、誰もが知る名曲
が100曲以上綴られて
いる。

　2009年に発足し、発足当時から活発に活動してい
る。自主的な取り組みが多く、年齢や各々の役割の垣根
を越えた活動を展開する。

●ふれあい・いきいきサロン
●児童と高齢者のふれあい事業
●支部広報紙の発行
●高齢者介護予防教室の開催
●子育て支援サロンの開催
●ふれあい近隣助け合い活動促進事業
●学童保育関係団体の支援
●金婚祝いの会開催
●障がい者との交流

●健康料理教室の開催
●健康づくり事業 他

◆ふれあい・いきいきサロンの開催

　安心して地域で暮らせ
るよう高齢者見守りキー
ホルダーを配布している。

　参加者・スタッフ皆の笑顔が印象的だった。青少年育成

学校PTA
交通安全

地域活性・見守り

防 災

晴れ晴れカフェ （岐阜市住民主体型デイサービス事業）

情報管理

福祉・健康

高齢者・健康

参加率によって健康状態を
把握

もしもの時に備え、安心して
外出可能に

災害時に登録情報を確認し、
家族への緊急連絡等
迅速に対応



学校と地域が連携した避難訓練

本荘大家族ふれあい広場

参加・協力団体

活動事例

ぎふ地域の絆づくり支援センターからのお知らせ

負傷者役を車いすで運ぶ

障がい者役に声をかけ腕を組み体育館へ

　いつ起こるかわからない災害。防災教育（授業）として中学生も参加。

　地域の大人たちが妊婦や認知症の人、
視覚や聴覚の障がい者、歩行困難者な
ど被害者を想定。生徒がそれぞれの判断
で避難者の手助けをした。車いすを押し、
声掛けをしながら学校の体育館まで誘導
した。

　災害拠点病院となる近隣の岐阜市民病
院災害派遣医療チーム（DMAT)も参加。
けがの状態に応じて治療の優先順位を決
める「トリアージ」を実施。災害時にお
ける、地域との連携方法を確認した。

　1999年から実施。地域の各種団体やサークル
参加者が講師となり、授業を行う。16の講座の中
から、興味のあるものを選び、児童はいつもと違っ
た授業を楽しむ。地域に顔見知りの大人が増える
ことで安心感につながる。

　本荘まちづくり協議会会長の井上さんを取材中、周りに
は常に人が集まり、笑いが絶えませんでした。会話の中で、
互いにインスパイアされ、まちづくりに関するアイデアが飛
び交っていました。
　本荘まちづくり協議会は、長年、小さなことからこつこつ
と活動に取組み、経験と信頼を作り上げています。個々の
心に寄り添い居心地のよい場を作り、主体性を大切にする
ことで楽しく取り組める「心豊かなまち」、「“ありがとう”
が飛び交うまち」だと感じました。
　取材にご協力頂いた皆様本当にありがとうございました。

住民の皆さんによる地域づくりを応援しています。
地域が抱える課題の解決に向けて取り組んでいる団体に対
し、指導・助言等を行うアドバイザー等を派遣しています。

●高齢者の見守り活動を行いたい
●まちづくり活動を活発にしたい
●地域で防災について学びたい
●地域づくりワークショップを開きたい

例えば…

本荘自治会連合会
岐阜市民病院（DMAT)
岐阜市関係部署職員
地域防災チーム
岐阜市社会福祉協議会
岐阜市地域包括支援センター
近隣自治会連合会 他

いろんな人に
声をかけてもらえることが
安心感に繋がった。

お仕事もしているのに
消防団もやっているなんて、
すごいなと思った。

中学生が
積極的で頼もしかった。

取材を終えて

【訓練内容】
震度6弱地震発生想定
～準備～
・避難所の設営
・生徒の中から避難所運営
　スタッフ役・負傷者避難者役を募る
～訓練開始～
・生徒避難
・けが人役や妊婦役が近くにいる
　ことを知らされ救助に行く
～防災講話～
・岐阜市民病院 災害医療部長
　村上 栄司 氏
・岐阜大学流域圏科学研究センター
　准教授 小山 真紀 氏

岐阜市民病院の災害派遣医療チームトリアージタッグ
情報を可視化し共有
皆が考え行動できる環境に

200人以上のスタッフが参加

講座 「消防団」って？？ 講座 ロケットをつくろう

講座 マイ防災ボトルづくり

一生懸命取り組む
子供達の姿を見ることが
でき嬉しかった。

地域の課題解決応援事業

助けられる側から、助ける側へ 頼もしい 中学生


